
ト
タ
ー
ー
ト
ノ

突
t昏

ド
ド

栃
尾
河
北
部
川
刷
涌
郷
に
関
す
る
部
町
問
。

ト
ヅ

戸
津

江
泊
梢
能
楽
績
に
闘
す
る
郎
稿
。

永
融
十
一
日
咋
畑
山
の
反
政
辺
智
に
、『
加
州
製
油
伸
へ
悶
悶

越
給
ひ
、
戸
旅
と
い
ふ
腕
に
住
坊
あ
り
。
』
と
記
す

る
。
戸
却
は
能
楽
部
謀
総
の
隣

ωで
あ
る。

ト
ツ
ア
ン
ド
ウ
=
ヨ

詞
庵
遁
如

金
探
山
田
洞
宗

天
徳
院
二
十
代
の
住
待
。
天
保
三
年
入
且
十
四
日
一
市

寂
。ト

ヅ
ガ
マ
戸
津
窯
江
沼
郡
戸
津
に
古
紫
甜
の

跡
が
一
一
，

mあ
っ
た
こ
と
は
江
沼
志
稿
に
見
え
て
、

そ
の
陶
擦
を
戸
旅
総
と
い
ふ
と
あ
る
が
、
紫
祉
は
今

知
ら
れ
な
い
。

ト
ツ
サ
キ

岬
。

百
々

江
沼
郡
山
中
谷
に
即
す
る
部
務
。

笈
閉
山
紀
間
に
、
昔
、
」
の
村
領
に
沼
が
あ
っ
た
の
を
、

=
一白
石
の
岡
地
に
山
聞
い
た
か
ら
、
百
々
の
名
が
起
っ

た
と
あ
る
。
同
醤
に
、
此
の
領
に
熊
坂
城
主
の
臣
影

山
新
右
衛
門

・
石
塚
似
次
の
屋
政
跡
、
及
び
寺
屋
敷

跡
が
あ
る
と
も
記
さ
れ
る
。

ト
ド
J
Z
ヤ

餅
の
宮

珠
洲
榔
凶
野
ハ
今
野
々

江
》
に
銀
座
し
、
今
菅
原
制
批
と
腐
す
る
。
能
官
名

跡
志
に
、
『
氏
跡
天
満
宮
は
鐙
祉
に
て
と
ど
の
宮
と

云
。
餅
と
い
ふ
も
の
お
中
よ
り
棺
る
と
て
、
脱
出
と

て
除
て
あ
り
。
併
渡
底
の
去
ひ
税
b
に
や
。
御
訓
鉢

は
渡
底
天
耐
の
由
。
』
と
記
す
る
。

ド
ド
メ
キ
バ
シ
百
々
女
木
橋
金
制
押
小
史
野
の

僑
名
。
笛
併
に
、
音
こ
の
地
山
中
の
脳
野
で
あ
っ
た

頃
、
続
人
の
通
行
の
銘
に
架
け
た
丸
木
橋
で
あ
り
、

徳
下
の
躍
石
に
激
す
る
湖
の
脅
が
と
ど
め
さ
渡
っ
た

か
ら
儲
名
と
な
っ
た
と
い
」
。

ド
ド
メ
キ
マ
チ
百
々
女
木
町

金
柑
仰
の
町
名
。

元
融
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、『
ど
ど
め
き
近

間
山
地
子
町
』
と
あ
っ
て
、
ど
ど
め
き
附
の
名
は
ど
ど

め
き
昨
閣
の
名
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
亭
和
三
年

幕
府
へ
迩
鐙
の
町
各
部
に
は
、
税
来
町
と
あ
る
。

ト
ド
ロ
キ
ノ

適
野
石
川
郡
末
松
の
小
晶
子
に
識

が
あ
り
、
そ
こ
の
附
近
を
郡
野
と
務
し
て
、
狐
狸
の

怪
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
ふ
。

ト
ド
ロ
キ
ノ
ハ
シ

轟
の
橋

金
棒
僑
梁
紀
に
、

『
識
の
橋
、
浅
野
川
大
般
の
航
。
』
と
あ
り
、
口
碑
に

も
浅
野
川
大
徳
の
古
名
を
惑
の
橋
と
い
ふ
と
偲

へ
る

が
、
都
記
に
は
金
〈
所
見
が
な
い
。

ト
ド
ロ
ブ
シ
と
ど
ろ
節

風
笠
郡
総
待
寺
五
院

輪
佐
の
菅
山
式
後
潤
築
の
府
で
肌
は
れ
た
俗
世
間
。
歌

詞
は

『
能
奄
の
総
待
寺
す
ぢ
か
ひ
橋
を
死
な
ぬ
一
期

に
渡
り
た
い
』
と
い
ふ
の
外
残
存
す
る
も
の
が
な
い
。

勤
務
し
た
る
を
以
て
、
新
知
一
二
一円
布
を
受
け
た
。
致
仕
し
て
三
-白
五
十
石
を
受
け
、
柔
聞
と
川
町

L
、
入

ト
ダ
シ
ノ

燈
蜜
笹

能
楽
郡
山
上
郷
に
臨
す
る

一
年
十
月
七
日
七
十
七
践
を
以
て
夜
し
た
。

部
前
。
そ
の
出
村
に
際
抑
制
が
あ
り
、
石
川
柳
中
に
飛

一

ト
ダ
ユ
キ
へ
戸
田
靭
負

撲
協
大
短
時
附
戸
間
来

地
と
な
っ
て
ゐ
た
。
明
治
中
に
去
り
際
泌
を
獅
文
郎

一
女
正
の
支
膝
で
、
本
多
安
房
守
政
震
に
関
係
が
あ
っ

訴
と
し
た
。

一
た
か
ら
千
石
の
合
力
を
受
け
、
後
に
般
を
得
て
退
去

ト
ダ
シ
ノ
ア
カ
ラ
ジ
7

燈
登
笹
明
白

能

業
郷

一
し
た
と
云
ふ
。
元
利
二
年
十
ご
且
本
多
政
置
か
ら
笹

山
上
郷
に
邸
ず
る
部
前
。
一
に
舟
拠
品
村
と
も
い
う

一
閃
し
た
家
人
武
功
取
制
書
に
、『
千
石
戸
田
靭
到
、
本

た
。
但
し
同
郷
上
前
水
・下
・
川
水
・附
子
ぬ
三
村
に
入

一
一凶
一
=
河
』
と
あ
る
も
の
円
起
で
あ
る
。

品

目

と

な

っ

て

居

る

。

一

ト
ダ
ヨ
イ
チ
ロ
ウ
戸
田
興

一
郎

初
め
て
前
悶

ト
ダ
マ
サ

9
-
一
戸
田
方
邦

泊

稿

細
川H
・
踊一治

一
利
治
に
仕
へ
て
六
百
石
を
領
し
、
間
番

・
御
先
町
駅

左
衛
門
。
前
凶
利
院
に
仕
へ
て
三
百
五
十
一合
を
受
け
、

一
に
任
じ
、
点
字
二
年
残
し
た
。
子
孫
糊
織
ぐ
。

使
設
と
な
り
、
後
足
腕
印
刷
に
任
じ
、
正
保
三
年
波
。

一

ト
ダ
ヨ
シ
カ
ツ
戸
園
芸
勝
辺
都
千
三
郎
・五
左

そ
の
裂
は
前
旧
民
次
剃
太
の
女
で
、
二
男
二
女
が
あ

一
衛
門
。
初
総
就
将
。
奥
一
郎
守
防
の
次
子
。
明
和
九

っ
た
。
長
子
七
郎
兵
衛
家
を
嗣
ゲ
、
次
子
伊
右
衛
門

一
年
新
知
百
三
十
石
を
脇
ひ
、
組
外
に
列
し
、
御
近
習

兄
の
後
を
受
け
た
が
、
子
政
断
絶
し
た
。
又
女
子
の

一
と
な
り
、
表
小
絡
に
料
じ
、
新
胞
を
総
て
文
化
五
年

一
一
は
長
谷
川
安
入
に
似
し
、

一
は
今
引
と
糾
し
て
年

一
五
且
二
十
石
を
加
へ
、
途
に
大
組
問
に
主
り
、
文
政

指
女
中
に
な
っ
た
。

一
八
年
J
t
二
且
致
仕
し
た
。

ト
ダ
マ
サ
ス
ケ
戸
田
方
副

泊
柄
拘州笥
・制
到
・
一

ト
チ
ノ
キ
栃
木

瓜
中
初
出
叩
比
庄
に
闘
す
る
部

治
兵
衛
。
方
徳
の
子
。
交
の
辿
知
七
刊
石
を
剛
山
ぎ
、

一
新。

待
問
足
制
印
刷
・
魚
体
在
住
総

mmを
料
、
安
永
二
年

一

ト
チ
ヲ

府
組
組
問
に
界
地
し
、
七
年
間
七
且
十
九
日
六
十
一

一

肢
を
以
て
残
し
た
。

一

ト
ダ
マ
サ
ノ
リ
戸
田
方
徳

沼
椛
靭
到
。
初
尚

一

軍
政
一
二
口
は
一
印
刷
宗
七
郎
の
子
で
あ
っ
た
が
、
戸
川

一

小
源
太
の
後
を
問
調
ぎ
、
治
知
三
百
石
を
曳
け
た
。
後

一

様
を

m
Lて
七
百
石
に
至
。
、
諮
合
組
・
持
弓
足
純

一

市川
・馬
廻
闘
を
勤
め
、
白
保
二
年
八
且
H
=一
日
六
十

一

九

肢

を

以

て

問

問

し

た

。

一

ト
ダ
モ
リ
カ
ツ
戸
田
守
勝

沼

m良
一
郎
。

泊

一

太
夫
勝
武
の
義
子
。
初
め
新
知
二
百
五
十
石
を
以
て
一

大
小
将
と
な
っ
た
が
、
平
保
九
年
家
倍
六
百
石
を
袋

一

ぎ
、職
次
第
に
地
ん
で
定
番
間
余
御
近
皆
同
州
に
主
h
v
、
一

安
永
三
年
五
百
石
を
加
へ
、
人
持
組
に
列
し
、
五
年
一

• 

鳳
京
都
総
川
の
郎
町
岡
市
方
の

'. 

五
九
四

と
ど
ろ
節
と
い
ふ
名
義
も
明
ら
か
で
な
い
。

ト
ナ
ミ
ヤ
マ

椀
波
山

加

賀
と
越
中
と
の
附
切

に
在
る
供
利
伽
鉱
山
附
近
の
山
脈
は
、
府
松
山
叉
は

利
桜
山
と
も
砥
波
山
と
も
汎
栴
す
る
も
の
で
、
山
勢

概
ね
卑
A
V
、数
僚
の
径
路
に
よ
っ
て
之
を
杭
断
ず
る。

般
に
加
到
と
越
中
と
の
耐
勢
力
が
互
に
伊
ふ
時
は
、

或
は
之
を
袋
肘
惜
し
、
或
は
之
を
防
禦
す
る
こ
と
を
製

し
た
。
天
正
十
一
日
ヰ
に
は
削
閃
利
家
烏
魁
に
築
き
、

十
二
年

X
朝
日
山
に
蝕
し
て
佐
々
成
政
の
位
入
を
仰

が
う
と
し
た
如
き
、
皆
、
」
の
山
脈
の
抵
邸
上
必
川
町
な

る
に
幽
る
・
も
の
で
あ
る
。
若
し
そ
れ
供
利
伽
縦
耐
に

至
つ
て
は
、
一一向
さ
二
七
七
米
で
、
古
来
北
限
前
の
泌

治
す
る
腕
で
あ
る
か
ら
、
税
永
二
年
平
沼
の
狼
今川内

抑
制
に
附
し
た
時
に
は
、
源
義
仲
一
蹴
し
て
大
勢
を
決

し
、
承
久
三
年
北
総
朝
時
は
之
を
総
て
入
治
の
途
を

附
き
、
天
正
十
二
年
に
は
佐
々
成
政
こ
与
に
断
を
築

い
て
雨
巡
の
畿
を
波
う
た
。

ト
二
ユ
ウ
斗
入

J
ム
ラ
ト
ユ
ユ
ウ
村
斗
入。

ト

ネ

刀

禰

珠

洲

仰
↑帥
肢
の
泊
家
。
延
貸
元
年

の
釦
上
に
、
『
・H問
屋
村
刀
耐
と
巾
談
、
他
人
よ
b
約
不

巾
候
問
、
四
十
代
相
約
仕
候
。
役
行
者
の
布
直
訴
所

持
仕
候
。
侭
年
正
且
朔
日
石
動
山
の
衆
徒
、
万
縦
方

へ
拳
候
耐
祭
郁
仕
候
都
。
』
と
あ
白
、
文
能
障
問
誌
に

は
、『
刀
耐
と
い
ふ
古
き
百
姓
あ
り
。
む
か
し
よ
白
石

励
山
へ
同
絡
有
て
、
泰
澄
大
仰
の
衣
と
て
代
々
待
川
田

へ
り
。
今
の
衣
と
は
大
に
奥
成
物
な
b
。』
と
見
え

る。

万
謝
は
古
〈
村
肝
煎
の
類
で
あ
ら
う
。

ト
ネ
マ
ス
斗
根
升

4
ト
ノ
コ
マ
ス
斗
子
升
。

ト
ノ

殿
郎
防
州
北
三
郷
之
内
巾
山
郷
の
内
に

回
す
る
都
市
問
。

ト
ノ
ガ
イ
ケ

殿
グ
池

白
山
の
滋
市
，
糊
訓
岡
山
市
か

ら
す
る
篭
岨
町
中
で
、
御
間
代
・沓
住
谷
ふ
く
べ
池
を

越
え
た
腕
に
あ
る
。
小
泉
に
地
ぎ
ぬ
が
、
水
色
院
を

'i 


